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参
加
し
た
の
は
一
、
二
年
生

十
一
人
と
教
員
二
人
。
ガ
イ
ド

は
さ
ん
け
ん
自
然
塾
で
講
師
を

務
め
、
今
春
同
校
へ
入
学
し
た

ミ
ス
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
こ
と
本

宮
芳
太
郎
君
。
長
淵
で
は
た
た

ら
製
鉄
で
出
た
カ
ナ
ク
ソ
を
探

し
、
探
勝
路
で
は
花
を
咲
か
せ

て
い
た
イ
ワ
タ
バ
コ
や
キ
ノ
コ

１ 

              

国
内
で
最
も
小
さ
い
部
類
に

属
す
る
鳥
で
、
味
噌
の
よ
う
な

体
色
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

名
が
付
い
た
。「
チ
リ
リ
リ
リ
リ

…

」
と
複
雑
で
高
く
さ
え
ず
り
、

縄
張
り
を
主
張
す
る
。
一 

年
中
見
ら
れ
る
留
鳥
で
あ 

る
。
繁
殖
期
に
は
三
段
峡
や
恐

羅
漢
な
ど
の
渓
流
沿
い
で
観
察

で
き
る
。 

オ
ス
が
岩
の
下
や
崖
の
窪
み

な
ど
に
、
コ
ケ
で
ド
ー
ム
型
の 

          

  

を
観
察
。
赤
滝
で
は
流
れ
る
水

を
手
で
す
く
っ
て
飲
ん
だ
。 

 

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
印
象

的
だ
っ
た
タ
マ
ゴ
コ
ケ
や
振
り

返
っ
て
見
た
景
色
、
川
の
透
明

感
な
ど
各
自
が
ま
と
め
た
い
テ

ー
マ
を
発
表
し
た
。
前
田
大
和

君
は
「
町
内
に
い
な
が
ら
初
め

て
三
段
峡
へ
来
た
。
多
く
の
人

に
魅
力
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
た
。
成
果

は
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
壁
新
聞
ス
タ

イ
ル
で
ま
と
め
ら
れ
る
。 

ツ
ア
ー
が
実
現
し
た
の
は
、

さ
ん
け
ん
会
員
で
あ
り
、
昨
年

同
校
を
卒
業
し
て
三
段
峡
ホ
テ

ル
へ
就
職
し
た
栗
栖
汐
音
さ
ん

が
、
母
校
へ
三
段
峡
の
活
性
化

活
動
を
提
案
し
た
の
が
き
っ
か

け
。
本
宮
宏
美
事
務
局
長
と
栗

栖
さ
ん
が
同
校
と
協
議
し
て
企

画
を
構
成
し
た
。 

 

巣
を
構
え
る
。
メ
ス
が
そ
の
巣

を
気
に
入
る
と
巣
の
中
を
完
成

さ
せ
て
産
卵
す
る
。
抱
卵
や
育

雛
は
メ
ス
だ
け
が
担
う
。 

抱
卵
が
始
ま
る
と
オ
ス
は
他 

 

の
場
所
の
場
所
で 

の
場
所
で
巣
づ
く
り
に
励
み
、

別
の
メ
ス
を
誘
う
。
最
高
四
羽

の
連
れ
合
い
を
獲
得
し
た
「
働

き
者
」
の
観
察
例
も
あ
り
、
隠

れ
る
場
所
の
多
い
、
い
い
縄
張 

       

                

「
三
段
峡
の
生
き
物
を
記
録

す
る
細
密
画
教
室
」
が
七
月
十

三
日
、
五
人
が
参
加
し
て
上
殿

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

始
ま
っ
た
。
細
密
画
は
生
き
物

な
ど
を
詳
細
に
描
き
込
む
画

法
で
、
初
回
は
ト
ン
ボ
の
翅
を

鉛
筆
で
描
い
た
。
講
師
で
画
家

の
菅
田
茂
氏
は
「
生
き
物
を
観 

 

り
を
確
保
し
た
オ
ス
が
も
て
る

よ
う
だ
。
一
夫
多
妻
で
子
孫
を

残
す
戦
略
と
言
え
る
。 

 

冬
季
に
な
る
と
民
家
の
そ
ば

ま
で
や
っ
て
来
る
の
で
見
か
け 

  

る
。
と
き
に
は
餌
に
な
る
ク
モ

を
求
め
て
納
屋
な
ど
へ
入
り
込

む
場
合
も
あ
る
。
寒
く
な
る
と

単
独
で
生
活
す
る
よ
う
に
な

り
、
さ
え
ず
り
も
し
な
い
か
ら 

        

    

さ
ん
け
ん
自
然
塾
夏
編
と
親

子
キ
ャ
ン
プ
泊
が
七
月
二
十
三

日
、
二
十
四
日
の
両
日
、
広
島

市
内
な
ど
か
ら
十
二
組
三
十
五

人
が
参
加
し
て
正
面
口
で
開
か

れ
、
川
遊
び
の
コ
ツ
を
体
験
し
、

生
き
物
観
察
に
歓
声
を
上
げ

た
。
キ
ャ
ン
プ
泊
は
さ
ん
け
ん

事
業
で
は
他
に
な
い
。 

   

察
す
る
目
や
疑
問
を
持
つ
心
を

養
っ
て
欲
し
い
」
と
話
す
。 

 

数
年
前
、
安
芸
太
田
町
教
委

が
企
画
し
た
細
密
画
教
室
を
本

宮
炎
理
事
長
が
受
講
し
た
の
が

縁
。「
受
講
者
の
絵
が
三
段
峡
の

商
品
開
発
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

話
す
。
教
室
は
月
二
回
開
き
、

オ
ン
ラ
イ
ン
も
検
討
す
る
。 

 

目
立
た
な
く
な
る
。 

 

三
段
峡
に
は
巣
の
適
地
と
な

る
岩
場
が
多
く
、
餌
に
な
る
水

生
昆
虫
の
ト
ビ
ゲ
ラ
、
カ
ワ
ゲ

ラ
、
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
の
成
虫
が 

豊
富
だ
か
ら
、
彼
ら
に 

と
っ
て
は
楽
園
だ
ろ

う
。
岩
場
の
間
を
出
た
り
、
入

っ
た
り
す
る
愛
嬌
の
あ
る
姿
を

い
つ
で
も
見
ら
れ
る
。
小
さ
い

な
が
ら
も
存
在
感
の
あ
る
野
鳥

だ
。 

 
 
 
 

（
上
野
吉
雄
） 

        
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

    

一
週
間
前
に
は
講
師
を
務
め

る
中
高
校
生
ス
タ
ッ
フ
五
人

が
、
一
泊
二
日
で
実
際
の
体
験 

    

太
田
川
学
校
間
交
流
事
業
が

七
月
八
日
、
広
島
市
立
三
田
小

学
校
の
全
児
童
五
十
六
人
が
参

加
し
て
正
面
口
で
開
か
れ
、
ア

マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
や
川
の
安

全
講
習
を
体
験
し
た
。
五
年
目

の
同
事
業
参
加
校
は
四
校
に
増

え
、
一
回
五
十
人
を
超
え
た
の

は
初
め
て
。
ス
タ
ッ
フ
は
さ
ん

け
ん
会
員
の
ほ
か
に
昨
年
度
の

広
島
県
環
境
学
習
指
導
者
研
修

の
受
講
生
六
人
が
加
わ
り
、
受

け
入
れ
態
勢
が
充
実
し
た
。 

内
容
を
確
認
し
て
本
番
に
備
え

た
。
二
年
目
の
本
宮
芳
太
郎
君

と
石
田
悠
侑
君
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
改
善
し
た
。
保
護
者
か
ら
は

「
昨
年
よ
り
学
び
の
要
素
が
多

か
っ
た
」
と
好
評
だ
っ
た
。 

 

   

三
段
峡
ホ
テ
ル
売
店
を
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
衣
替
え
す
る

見
積
も
り
・
打
ち
合
わ
せ
を
七

月
十
九
日
、
店
内
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
一
級
建
築
士
・
栄
花
彰
子

さ
ん
と
施
工
会
社
、
さ
ん
け
ん

事
務
局
の
三
者
で
実
施
し
た
。 

店
内
は
最
小
限
の
変
更
に
と

ど
め
、
カ
ウ
ン
タ
ー
や
照
明
、
内

壁
は
新
し
く
す
る
。
十
月
に
は

着
工
し
、
並
行
し
て
広
大
さ
ん

け
ん
部
の
展
示
資
料
を
整
え
、

来
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

も
遠
の
い
た
。
工
事
に
は
文
化
庁

の
許
可
が
必
要
で
、
開
通
ま
で
に

は
相
当
時
間
が
か
か
る
。
二
〇
二

〇
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

と
二
度
の
水
害
、
ピ
ン
チ
だ
。 

   

「実務と研究」深める場              
元広 修爾さん 

 

環境政策の実務に携わりな

がら北海道大学大学院で、自然

と人との関係の在り方研究す

る広島県職員。「実務と研究を 

深めるため三段峡で学びたい」と、さんけん活

動に参加している。三段峡は楽しく学びながら

課題解決のヒントを探せる場だと話す。 

 様々な立場の人が気楽に交流できる所だと

し、探勝路の清掃や観察会などのイベントへ積

極的に参加している。「三段峡はまちの人、里山

の人、大人も子供も一緒に楽しめる場所になっ

て欲しい」と願い、自然を楽しむコツを学んで

発信したい、と思っている。      （炎） 

この人 
人 

▼
ピ
ン
チ 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

崖
崩
れ
で
不
通
に
な
っ
て
い

た
「
ぐ
る
の
瀬
」
の
工
事
が
完
了

し
、
正
面
口―

黒
淵
間
が
約
一
年 

  

一口メモ 

ぶ
り
で
開
通
目
前
に
な
っ
た
矢

先
、
今
度
は
赤
滝―

庄
兵
衛
岩

間
で
落
石
が
あ
っ
た
。
調
査
の

結
果
、
岩
盤
剥
離
が
あ
り
、
通
行

止
め
に
な
っ
た
。
黒
淵
が
ま
た

１ 

    
ミ ソ サ ザ イ 

小さくても存在感 
 

鳥 三段峡の たち 

⑨
9 

一
夫
多
妻
で
役
割
分
担 

子
孫
残
す
戦
略 

来
春
開
設
予
定
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
成
果
展
示 

若い世代に三段峡はどう映るのか―。広島県立加計高校へ依頼し

た、高校生目線で三段峡の魅力を感じ、伝えるボランティア活動「三

段峡素敵発見ツアー」が 7月 25日、正面口―赤滝間で開かれた。各

自がそれぞれのテーマでまとめた成果は、年末のさんけん祭で発表

され、来春オープン予定のビジターセンターに展示される。 

「
細
密
画
教
室
」
が
ス
タ
ー
ト 

 
 

 

月
二
回
開
催
、
生
き
物
を
詳
細
に
描
き
込
む 

 

学
校
間
交
流
事
業 

受
け
入
れ
態
勢
充
実 

川
遊
び
や
生
き
物
観
察
に
歓
声 

自
然
塾
＆
キ
ャ
ン
プ
泊 

講
師
陣
は
事
前
合
宿 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

十
月
着
工 

来
春
開
設
へ 

素敵発見ツアー １１人がテーマ決めてチャレンジ 

加計高校生 三段峡の魅力探る 

ガイドの本宮君（右から二人目）から 

三段峡の見どころを聞く加計高校生 

長淵で川遊びを体験する子供達 


